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■令和６年能登半島地震の概要

令和6年1月1日16時10分
石川県能登地方においてマグニ
チュード7.6の地震が発生し、能登
地方の広い範囲で震度６以上の
揺れを観測した。

気象庁が地震の名称を命名した
のは
「平成30年北海道胆振東部地震」
の６年振り



〇被害状況写真

■令和６年能登半島地震の概要



〇石川県の被害概要 令和6年5月28日時点

被害内容 件数

人的被害

死者
260名

うち災害関連死 30名
⾏⽅不明者 3名

負傷者
重傷 325名
軽傷 876名

住家被害
住家被害

全壊 8,108棟
半壊 16,504棟
一部損壊 56,295棟
床上浸水 6棟
床下浸水 5棟

非住家被害
公共建物 207棟
その他 25,443棟

■令和６年能登半島地震の概要



〇七尾市の被害概要 令和6年5月28日時点

被害内容 件数

人的被害
死者 5名
負傷者 軽傷 3名

住家被害
住家被害

全壊 431棟
大規模半壊・中規模半壊・半壊 3,525棟
準半壊・一部損壊 10,367棟
その他（火災） 2棟

非住家被害
公共建物 82棟
その他 52棟

その他
道路 通⾏⽌め、交通規制 29件
その他 ガス・油漏れ、急病等 9件

■令和６年能登半島地震の概要



■七尾市への主な支援

1/3 国の枠組みにより、指
定都市市長会事務局を通
じて、石川県七尾市に対口
支援を行うことが決定

1/9 派遣について決定、
現在も七尾市のニーズに
基づき支援を継続中

※ 1/3 災害マネジメント総括支援チームを七尾市に派遣



〇石川県への支援内容（主に七尾市） 令和6年5月30日時点（主なものを抜粋）

業務内容 対応部局 従事⼈数（累計）
避難所運営支援関係・公費解体関係・被災
者⽣活再建支援窓⼝関係・罹災証明書発
⾏関係・応急仮設住宅関係

各局室区 742名

総括支援 防災危機管理局 50名
避難所運営マネジメント 防災危機管理局 28名
家屋被害認定調査 財政局 221名
災害廃棄物収集 環境局 56名
公衆衛⽣看護活動 健康福祉局 36名
被災建築物・被災宅地応急危険度判定 住宅都市局 13名
緊急消防援助隊 消防局 （※１）935名
応急復旧、応急給水 上下水道局 （※２）653名
下水道復旧支援、被害状況調査等 上下水道局 （※２）298名

※１ 主に輪島市にて実施
※２ 珠洲市等を含む

■石川県（主に七尾市）への主な支援



○緊急消防援助隊（消防局）
1/1～2/21

輪島市を中心に、救助・検索活動等の活動 のべ 935名

○応急給水、水道・下水道の復旧支援（上下水道局）

1/1～ 七尾市・珠洲市等にて活動 のべ 約950名

■石川県への主な支援



○災害廃棄物収集（環境局）

1/4～1/25 穴水町、七尾市、志賀町等でごみ収集 のべ56名

○被災建築物にかかる応急危険度判定（住宅都市局）

1/4～1/19 羽咋市、中能登町、穴水町での活動 のべ10名

その他、アルファ化米や

飲料水の提供を実施

■石川県への主な支援



1/3～

○マネジメント業務（防災危機管理局）

・災害マネジメント総括支援

・避難所運営マネジメント

・罹災証明・被災者支援 のべ約78名

■七尾市への主な支援



1/15～

○避難所運営支援等業務（各局室区） のべ約742名

■七尾市への主な支援



1/11～

○建物被害認定調査（財政局） のべ約221名

■七尾市への主な支援



○罹災証明書発行関係業務（各局室区） のべ約153名

〇公費解体関係業務（各局室区） のべ約80名

○被災者生活再建支援金関務（各局室区） のべ約37名

■七尾市への主な支援



○公衆衛生看護活動（健康福祉局）

1/9～3/21 避難所巡回による健康相談・感染症対策

在宅避難者への家庭訪問による健康支援

○被災住民の福祉的ニーズの把握

（健康福祉局・子ども青少年局）

のべ36名

■七尾市への主な支援

のべ6名


